
　令和6年3月29日に竣工した株木グループの新拠点「丸株ビル」は『集う人々が健康的に過ごし、熱量を交換し合い、生き
る力がみなぎる場』をコンセプトに設計施工された。

工事概要
工 事 名
工事場所
工 期
発 注 者
設 計 者
工事内容

新マルカブビル建設計画
東京都新宿区下落合三丁目14番28号 
令和4年7月4日～令和6年3月29日
株式会社丸株
株木建設株式会社一級建築士事務所
鉄骨鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造
地上７階建
建築面積 526.12m2
延床面積 2,994.36m2

　目白通りに面した商業地で敷地いっぱいに建てる本社ビルの施工にあたり、鉄骨や外部のＰＣ板など重量物の楊重の為
に140tのタワークレーンを建物内に設置しました。搬入は建物内に仮設の大きな搬入口を作り大型車両を入場させ揚重し
ました。クレーン設置前に組立・解体の手順を確認したところ、組立は1階の床コンクリート打設後、解体は夜間に120t
のラフタークレーンを準備し道路作業にて3日間かけて解体搬出しました。又、解体後も仮設開口の復旧・仕上げ工事に
苦労しました。
　完成した建物はZEBを取得し、SDGsにも貢献して
います。無事故で竣工出来たのも社員・協力業者がチ
ーム一丸となって『本社ビル建設』に邁進したからこ
そ成し遂げられたものです。
　今後50年100年と皆様にご愛顧賜ればと思っており
ます。
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担当者の声

新たなグループの象徴
100周年記念事業の本社ビル建設
丸株ビル新築工事
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